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(57)【要約】
【課題】　プロジェクタの設置角度を変更しても、照度
センサーからの出力を補正して適正に投影輝度を制御す
るプロジェクタを提供する。
【解決手段】　プロジェクタ10は、画像をスクリーンに
投影するプロジェクタ10において、プロジェクタ10の使
用環境の照度を測定する照度センサーと、プロジェクタ
10の設置角度の傾斜を測定する角度センサーと、前記角
度センサーの出力によるプロジェクタ10の設置角度に基
づいて、前記照度センサーによる出力を補正して投影輝
度を調整する光源制御手段と、を備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像をスクリーンに投影するプロジェクタにおいて、
　前記プロジェクタの使用環境の照度を測定する照度センサーと、
　前記プロジェクタの設置角度の傾斜を測定する角度センサーと、
　前記角度センサーの出力による前記プロジェクタの設置角度に基づいて、前記照度セン
サーによる出力を補正して投影輝度を調整する光源制御手段と、
　を備えることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　前記光源制御手段は、前記角度センサーの出力によって前記プロジェクタの設置角度が
θであると検知したとき、前記照度センサーによる出力をＣＯＳθで割ることによって当
該照度センサーによる出力を補正して投影輝度を調整することを特徴とする請求項1に記
載のプロジェクタ。
【請求項３】
　プロジェクタの上面パネルに採光窓を有し、前記照度センサーが前記プロジェクタの上
面における照度を検出することを特徴とする請求項１または請求項２に記載のプロジェク
タ。
【請求項４】
　さらに、前記角度センサーの出力に基づいて補正された前記照度センサーの出力に基づ
いた複数の照度ランクのデータと、該照度ランクのデータに対応する投影輝度のデータと
、からなるテーブルを予め記憶された記憶手段を備えることを特徴とする請求項１乃至請
求項３の何れかに記載のプロジェクタ。
【請求項５】
　前記光源制御手段は、前記記憶手段に記憶された前記照度ランクに基づいて投影輝度を
調整することを特徴とする請求項４に記載のプロジェクタ。
【請求項６】
　前記光源制御手段は、前記照度センサーによる出力が所定値以上であれば、使用環境は
太陽光が前記照度センサーに直接照射される使用環境であると判定して投影輝度を調整す
ることを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れかに記載のプロジェクタ。
【請求項７】
　前記光源制御手段は、光源の発光電流値を可変させて投影輝度を調整することを特徴と
する請求項１乃至請求項６の何れかに記載のプロジェクタ。
【請求項８】
　赤色波長帯域光を発する光源、青色波長帯域光を発する光源、及び、緑色波長帯域光を
発する光源を備えている光源装置と、
　表示素子と、
　前記光源装置からの光を前記表示素子に導光する光源側光学系と、
　前記表示素子から射出された画像をスクリーンに投影する投影側光学系と、
　前記光源装置や表示素子を制御するプロジェクタ制御手段と、
を備えていることを特徴とする請求項１乃至請求項７の何れかに記載のプロジェクタ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外光に応じて適正に投影輝度を制御するプロジェクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、パーソナルコンピュータの画面やビデオ画像、さらにメモリカード等に記憶され
ている画像データによる画像等をスクリーンに投影する画像投影装置としてのデータプロ
ジェクタが多用されている。このプロジェクタは、光源から射出された光をＤＭＤ（デジ
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タル・マイクロミラー・デバイス）と呼ばれるマイクロミラー表示素子、又は、液晶板に
集光させ、スクリーン上にカラー画像を表示させるものである。
【０００３】
　そして、プロジェクタは、パーソナルコンピュータやＤＶＤプレーヤーなどの映像機器
の普及に伴って、業務用プレゼンテーションから家庭用に至るまで、異なる環境下におい
て使用用途が拡大している。
【０００４】
　そこで、下記に示す特許文献１には、装置の上面に照度センサーを設けることにより、
環境光の影響を受ける状態であっても、適切な色を再現できるプロジェクタが開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３０４３１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１が示すプロジェクタでは、照度センサーが受光特性として指
向性を有することから、ユーザがプロジェクタの投影位置を見やすい位置とするために上
向きにプロジェクタの設置角度を変更すると、天井からの照明光の照度センサーへの入射
光が減衰して、プロジェクタの設置場所の照明を実際よりも暗く検知することとなり、設
置角度変化前に比べて投影光の輝度を低くする制御を行い、画像が見難くなることもあっ
た。
【０００７】
　本発明は上述したような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、プロジェクタ
の設置角度を変更しても、照度センサーからの出力を補正して適正に投影輝度を制御する
プロジェクタを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るプロジェクタは、画像をスクリーンに投影するプロジェクタにおいて、前
記プロジェクタの使用環境の照度を測定する照度センサーと、前記プロジェクタの設置角
度の傾斜を測定する角度センサーと、前記角度センサーの出力による前記プロジェクタの
設置角度に基づいて、前記照度センサーによる出力を補正して投影輝度を調整する光源制
御手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、プロジェクタの設置角度を変更しても、照度センサーからの出力を補
正して適正に投影輝度を制御するプロジェクタを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係るプロジェクタの斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るプロジェクタの上面パネルを取り除いた平面図である。
【図３】本発明の実施形態に係るプロジェクタの機能ブロック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る照度センサーの指向性に関する説明図である。
【図５】本発明の実施形態に係るプロジェクタの照度測定の説明図である。
【図６】本発明の実施形態に係るプロジェクタの照度測定の説明図である。
【図７】本発明の実施形態に係るプロジェクタの使用環境における照度と使用環境に関す
る説明図である。
【図８】本発明の実施形態に係るプロジェクタの照度センサーの出力特性である照度と出
力電流の関係を示す説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて詳説する。図１は、プロジェクタ10の外観斜視
図である。なお、本実施形態において、プロジェクタ10における左右とは投影方向に対し
ての左右方向を示し、前後とはプロジェクタ10のスクリーン側方向及び光線束の進行方向
に対しての前後方向を示す。
【００１２】
　そして、プロジェクタ10は、図１に示すように、略直方体形状であって、プロジェクタ
筐体の前方の側板とされる正面パネル12の側方に投影口を覆うレンズカバー19を有すると
ともに、この正面パネル12には複数の吸気孔18を設けている。さらに、図示しないがリモ
ートコントローラからの制御信号を受信するＩｒ受信部を備えている。
【００１３】
　また、筐体の上面パネル11にはキー／インジケータ部37が設けられ、このキー／インジ
ケータ部37には、電源スイッチキーや電源のオン又はオフを報知するパワーインジケータ
、投影のオン、オフを切りかえる投影スイッチキー、光源ユニットや表示素子又は制御回
路等が過熱したときに報知をする過熱インジケータ等のキーやインジケータが配置されて
いる。
【００１４】
　さらに、筐体の背面には、背面パネルにＵＳＢ端子やアナログＲＧＢ映像信号が入力さ
れる映像信号入力用のＤ－ＳＵＢ端子、Ｓ端子、ＲＣＡ端子、音声出力端子等を設ける入
出力コネクタ部及び電源アダプタプラグ等の各種端子20が設けられている。また、背面パ
ネルには、複数の吸気孔が形成されている。なお、図示しない筐体の側板である右側パネ
ル、及び、図１に示した側板である左側パネル15には、各々複数の排気孔17が形成されて
いる。また、左側パネル15の背面パネル近傍の隅部には、吸気孔18も形成されている。
【００１５】
　そして、筐体の上面パネル11の装置略中央には、後述する照度センサーにより設置場所
の明るさを検出するために採光用の透明窓として採光窓16が形成されている。
【００１６】
　次に、このプロジェクタ10の内部構造について述べる。図２は、プロジェクタ10の内部
構造を示す平面模式図である。プロジェクタ10は、図２に示すように、右側パネル14の近
傍に制御回路基板241を備えている。この制御回路基板241は、電源回路ブロックや光源制
御ブロック等を備えてなる。また、プロジェクタ10は、制御回路基板241の側方、つまり
、プロジェクタ筐体の略中央部分に光源ユニット60を備えている。さらに、プロジェクタ
10は、光源ユニット60と左側パネル15との間に光学系ユニット160を備えている。
【００１７】
　そして、プロジェクタ10は、装置略中央で天井を向くようにして設置場所の明るさ即ち
、環境光の明るさを検出するための照度センサー61と、プロジェクタ10の設置角度を検出
するための角度センサー62とを備えている。
【００１８】
　光源ユニット60は、プロジェクタ筐体の左右方向における略中央部分であって背面パネ
ル13近傍に配置される励起光照射装置70及びこの励起光照射装置70から射出される光線束
の光軸上であって正面パネル12の近傍に配置される蛍光発光装置100による緑色光源装置8
0と、この蛍光発光装置100から射出される光線束と平行となるように正面パネル12の近傍
に配置される青色光源装置300と、励起光照射装置70と蛍光発光装置100との間に配置され
る赤色光源装置120と、蛍光発光装置100からの射出光や赤色光源装置120からの射出光、
青色光源装置300からの射出光の光軸が夫々同一の光軸となるように変換して各色光を所
定の一面であるライトトンネル175の入射口に集光する導光光学系140と、を備える。
【００１９】
　緑色光源装置80における励起光照射装置70は、背面パネル13と光軸が平行になるよう配
置された半導体発光素子による励起光源71と、励起光源71からの射出光の光軸を正面パネ
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ル12方向に９０度変換する反射ミラー群75と、反射ミラー群75で反射した励起光源71から
の射出光を集光する集光レンズ78と、励起光源71と右側パネル14との間に配置されたヒー
トシンク81と、を備える。
【００２０】
　励起光源71は、３行８列の計２４個の半導体発光素子である青色レーザーダイオードが
マトリクス状に配列されており、各青色レーザーダイオードの光軸上には、各青色レーザ
ーダイオードからの射出光を平行光に変換する集光レンズであるコリメータレンズ73が夫
々配置されている。また、反射ミラー群75は、複数の反射ミラーが階段状に配列されてな
り、励起光源71から射出される光線束の断面積を一方向に縮小して集光レンズ78に射出す
る。
【００２１】
　ヒートシンク81と背面パネル13との間には冷却ファン261が配置されており、この冷却
ファン261とヒートシンク81とによって励起光源71が冷却される。さらに、反射ミラー群7
5と背面パネル13との間にも冷却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によっ
て反射ミラー群75や集光レンズ78が冷却される。
【００２２】
　緑色光源装置80における蛍光発光装置100は、正面パネル12と平行となるように、つま
り、励起光照射装置70からの射出光の光軸と直交するように配置された蛍光ホイール101
と、この蛍光ホイール101を回転駆動するホイールモータ110と、蛍光ホイール101から背
面パネル13方向に射出される光線束を集光する集光レンズ群111と、を備える。
【００２３】
　蛍光ホイール101は、円板状の金属基材であって、励起光源71からの射出光を励起光と
して緑色波長帯域の蛍光発光光を射出する環状の蛍光発光領域が凹部として形成され、励
起光を受けて蛍光発光する蛍光板として機能する。また、蛍光発光領域を含む蛍光ホイー
ル101の励起光源71側の表面は、銀蒸着等によってミラー加工されることで光を反射する
反射面が形成され、この反射面上に緑色蛍光体の層が敷設されている。
【００２４】
　そして、蛍光ホイール101の緑色蛍光体層に照射された励起光照射装置70からの射出光
は、緑色蛍光体層における緑色蛍光体を励起し、緑色蛍光体から全方位に蛍光発光された
光線束は、直接励起光源71側へ、あるいは、蛍光ホイール101の反射面で反射した後に励
起光源71側へ射出される。また、蛍光体層の蛍光体に吸収されることなく、金属基材に照
射された励起光は、反射面により反射されて再び蛍光体層に入射し、蛍光体を励起するこ
ととなる。よって、蛍光ホイール101の凹部の表面を反射面とすることにより、緑色の光
源である励起光源71から射出される励起光の利用効率を上げることができ、より明るく発
光させることができる。
【００２５】
　なお、蛍光ホイール101の反射面で蛍光体層側に反射された励起光において蛍光体に吸
収されることなく励起光源71側に射出された励起光は、後述する第一ダイクロイックミラ
ー141を透過し、蛍光光は第一ダイクロイックミラー141により反射されるため、励起光が
外部に射出されることはない。そして、ホイールモータ110と正面パネル12との間には冷
却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によって蛍光ホイール101が冷却され
る。
【００２６】
　赤色光源装置120は、励起光源71と光軸が平行となるように配置された赤色光源121と、
赤色光源121からの射出光を集光する集光レンズ群125と、を備える。そして、この赤色光
源装置120は、励起光照射装置70からの射出光及び蛍光ホイール101から射出される緑色波
長帯域光と光軸が交差するように配置されている。また、赤色光源121は、赤色の波長帯
域光を発する半導体発光素子としての赤色発光ダイオードである。さらに、赤色光源装置
120は、赤色光源121の右側パネル14側に配置されるヒートシンク130を備える。そして、
ヒートシンク130と正面パネル12との間には冷却ファン261が配置されており、この冷却フ
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ァン261によって赤色光源121が冷却される。
【００２７】
　青色光源装置300は、蛍光発光装置100からの射出光の光軸と平行となるように配置され
た青色光源301と、青色光源301からの射出光を集光する集光レンズ群305と、を備える。
そして、この青色光源装置300は、赤色光源装置120からの射出光と光軸が交差するように
配置されている。また、青色光源301は、青色の波長帯域光を発する半導体発光素子とし
ての青色発光ダイオードである。さらに、青色光源装置300は、青色光源301の正面パネル
12側に配置されるヒートシンク310を備える。そして、ヒートシンク310と正面パネル12と
の間には冷却ファン261が配置されており、この冷却ファン261によって青色光源301が冷
却される。
【００２８】
　そして、導光光学系140は、赤色、緑色、青色波長帯域の光線束を集光させる集光レン
ズや、各色波長帯域の光線束の光軸を変換して同一の光軸とさせるダイクロイックミラー
等からなる。具体的には、励起光照射装置70から射出される青色波長帯域光及び蛍光ホイ
ール101から射出される緑色波長帯域光の光軸と、赤色光源装置120から射出される赤色波
長帯域光の光軸と、が交差する位置に、青色及び赤色波長帯域光を透過し、緑色波長帯域
光を反射してこの緑色光の光軸を左側パネル15方向に９０度変換する第一ダイクロイック
ミラー141が配置されている。
【００２９】
　また、青色光源装置300から射出される青色波長帯域光の光軸と、赤色光源装置120から
射出される赤色波長帯域光の光軸と、が交差する位置に、青色波長帯域光を透過し、緑色
及び赤色波長帯域光を反射してこの緑色及び赤色光の光軸を背面パネル13方向に９０度変
換する第二ダイクロイックミラー148が配置されている。そして、第一ダイクロイックミ
ラー141と第二ダイクロイックミラー148との間には、集光レンズが配置されている。さら
に、ライトトンネル175の近傍には、ライトトンネル175の入射口に光源光を集光する集光
レンズ173が配置されている。
【００３０】
　光学系ユニット160は、励起光照射装置70の左側方に位置する照明側ブロック161と、背
面パネル13と左側パネル15とが交差する位置の近傍に位置する画像生成ブロック165と、
導光光学系140と左側パネル15との間に位置する投影側ブロック168と、の３つのブロック
によって略コの字状に構成されている。
【００３１】
　この照明側ブロック161は、光源ユニット60から射出された光源光を画像生成ブロック1
65が備える表示素子51に導光する光源側光学系170の一部を備えている。この照明側ブロ
ック161が有する光源側光学系170としては、光源ユニット60から射出された光線束を均一
な強度分布の光束とするライトトンネル175、ライトトンネル175から射出された光を集光
する集光レンズ178、ライトトンネル175から射出された光線束の光軸を画像生成ブロック
165方向に変換する光軸変換ミラー181等がある。
【００３２】
　画像生成ブロック165は、光源側光学系170として、光軸変換ミラー181で反射した光源
光を表示素子51に集光させる集光レンズ183と、この集光レンズ183を透過した光線束を表
示素子51に所定の角度で照射する照射ミラー185と、を有している。さらに、画像生成ブ
ロック165は、表示素子51とするＤＭＤを備え、この表示素子51と背面パネル13との間に
は表示素子51を冷却するためのヒートシンク190が配置されて、このヒートシンク190によ
って表示素子51が冷却される。また、表示素子51の正面近傍には、投影側光学系220とし
てのコンデンサレンズ195が配置されている。
【００３３】
　投影側ブロック168は、表示素子51で反射されたオン光をスクリーンに放出する投影側
光学系220のレンズ群を有している。この投影側光学系220としては、固定鏡筒に内蔵する
固定レンズ群225と可動鏡筒に内蔵する可動レンズ群235とを備えてズーム機能を備えた可
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変焦点型レンズとされ、レンズモータにより可動レンズ群235を移動させることによりズ
ーム調整やフォーカス調整を可能としている。
【００３４】
　次に、プロジェクタ10のプロジェクタ制御手段について図３の機能ブロック図を用いて
述べる。プロジェクタ制御手段は、制御部38、入出力インターフェース22、画像変換部23
、表示エンコーダ24、表示駆動部26等から構成される。この制御部38は、プロジェクタ10
内の各回路の動作制御を司るものであって、マイクロプロセッサー等のＣＰＵ、各種セッ
ティング等の動作プログラムを固定的に記憶したＲＯＭ及びワークメモリとして使用され
るＲＡＭ等により構成されている。
【００３５】
　そして、このプロジェクタ制御手段により、入出力コネクタ部21から入力された各種規
格の画像信号は、入出力インターフェース22、システムバス（ＳＢ）を介して画像変換部
23で表示に適した所定のフォーマットの画像信号に統一するように変換された後、表示エ
ンコーダ24に出力される。
【００３６】
　また、表示エンコーダ24は、入力された画像信号をビデオＲＡＭ25に展開記憶させた上
でこのビデオＲＡＭ25の記憶内容からビデオ信号を生成して表示駆動部26に出力する。
【００３７】
　表示駆動部26は、表示素子制御手段として機能するものであり、表示エンコーダ24から
出力された画像信号に対応して適宜フレームレートで空間的光変調素子（ＳＯＭ）である
表示素子51を駆動するものであり、光源ユニット60から射出された光線束を先述の光源側
光学系170を介して表示素子51に照射することにより、表示素子51の反射光で光像を形成
し、先述の投影側光学系220を介して図示しないスクリーンに画像を投影表示する。なお
、この投影側光学系220の可動レンズ群235は、レンズモータ45によりズーム調整やフォー
カス調整のための駆動が行われる。
【００３８】
　また、画像圧縮伸長部31は、画像信号の輝度信号及び色差信号をＡＤＣＴ及びハフマン
符号化等の処理によりデータ圧縮して着脱自在な記録媒体とされるメモリカード32に順次
書き込む記録処理を行う。さらに、画像圧縮伸長部31は、再生モード時にメモリカード32
に記録された画像データを読み出し、一連の動画を構成する個々の画像データを１フレー
ム単位で伸長し、この画像データを画像変換部23を介して表示エンコーダ24に出力し、メ
モリカード32に記憶された画像データに基づいて動画等の表示を可能とする処理を行う。
【００３９】
　そして、筐体の上面パネル11に設けられるメインキー及びインジケータ等により構成さ
れるキー／インジケータ部37の操作信号は、直接に制御部38に送出され、リモートコント
ローラからのキー操作信号は、Ｉｒ受信部35で受信され、Ｉｒ処理部36で復調されたコー
ド信号が制御部38に出力される。
【００４０】
　なお、制御部38にはシステムバス（ＳＢ）を介して音声処理部47が接続されている。こ
の音声処理部47は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備えており、投影モード及び再生モード時
には音声データをアナログ化し、スピーカ48を駆動して拡声放音させる。
【００４１】
　また、制御部38は、光源制御手段としての光源制御回路41を制御しており、この光源制
御回路41は、画像生成時に要求される所定波長帯域の光が光源ユニット60から射出される
ように、光源ユニット60の赤色光源装置120、緑色光源装置80及び青色光源装置300の発光
タイミングを個別に制御する。
【００４２】
　さらに、制御部38には、設置場所の明るさを検出するために照度センサー61が接続され
ており、照度センサー61で検出される明るさに応じて、画像の投影輝度を調整して、ユー
ザにとって見やすい画像としている。
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【００４３】
　そして、制御部38は、光源制御回路41を制御して、各光源の発光電流値を可変させるこ
とにより、複数段階の投影輝度を調整して点灯させる。
【００４４】
　そして、制御部38には、角度センサー62が接続されており、角度センサー62の出力によ
りプロジェクタ10の水平設置、傾斜設置等の設置角度を検出することができる。
【００４５】
　また、制御部38は、角度センサー62により検出されたプロジェクタ10の設置角度に基づ
いて、照度センサー61による出力を補正し、光源制御手段として投影輝度を調整して点灯
させる。
【００４６】
　そして、プロジェクタ10のＲＯＭには、予め、明るさの使用環境を照度センサー61によ
る出力電流に応じた複数段階の照度ランクのデータが記憶されており、制御部38は、光源
制御手段としてその照度ランクに基づいて投影輝度を調整する。具体的な制御については
後述する。
【００４７】
　さらに、制御部38は、照度センサー61による出力が所定値以上であれば、太陽光が照度
センサー61に直接照射される使用環境、例えば、日中の室外と判定して、投影輝度の調整
を停止し、投影輝度を最大とする制御を行う。
【００４８】
　また、プロジェクタ10は、予めユーザ設定によりプロジェクタ10の設置環境を天吊設置
と設定されると、床面照度の出力に対して例えば、照度センサー61による出力を２倍、３
倍等の補正をすることにより投影輝度を調整する。なお、プロジェクタ10は、設置環境の
天吊設置を角度センサーにより検出する構成としても構わない。
【００４９】
　なお、プロジェクタ10は、天吊設置と設定されると、さらに、床面が照明光を反射しや
すい淡色のタイル等からなる床面か、又は濃い色の絨毯等の反射しにくい床面かをユーザ
に設定させる、例えば「床面反射が大（反射しやすい）、又は、中（普通）、又は、小（
反射しにくい）」等の設定メニューを設けることにより、最適な投影輝度を調整する構成
とすることがある。
【００５０】
　さらに、制御部38は、冷却ファン駆動制御回路43に光源ユニット60等に設けた複数の温
度センサによる温度検出を行わせ、この温度検出の結果から冷却ファンの回転速度を制御
させている。また、制御部38は、冷却ファン駆動制御回路43にタイマー等によりプロジェ
クタ本体の電源ＯＦＦ後も冷却ファンの回転を持続させる、あるいは、温度センサによる
温度検出の結果によってはプロジェクタ本体の電源をＯＦＦにする等の制御も行う。
【００５１】
　次に、本実施形態における照度センサー61の指向性について図を用いて説明する。図４
は、照度センサー61の縦方向及び横方向の指向性に関する説明図である。また、図５及び
図６は、プロジェクタ10の設置状態に関する説明図である。
【００５２】
　照度センサー61は、装置略中央の内部に設置されており、上面パネル11の採光窓16を介
して天井側の照度を検出する。そして、照度センサー61は、装置内部から採光窓16を介し
て、天井側の照度を検出することとなるから一定の指向性を有する。ゆえに、照度センサ
ー61は、上下左右に角度を振られると入射光が減衰し出力が降下する。
【００５３】
　例えば、一般的な照度センサー61の出力特性は、図４（ａ）及び図４（ｂ）に示すよう
に指向性出力特性において、真上にある照明に対して正面位置に配置して得た出力を１と
すると、上下左右で角度を３０度傾斜させるとそれぞれ略１０％減衰する。
【００５４】



(9) JP 2012-198439 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　そして、プロジェクタ10は、図５に示すように水平設置されている場合には、天面に配
置された照度センサー61の出力により使用環境の照度を適格に測定して、周辺の明るさに
応じて画像の投影輝度を調整して、ユーザにとって見やすい画像としている。
【００５５】
　しかしながら、プロジェクタ10は、図６に示すように水平に対してθ（度）傾斜させて
設置されている場合には、天面に配置された照度センサー61による出力が水平設置の場合
と比較して減衰する。そして、従来のプロジェクタであれば、その減衰した出力を受けて
使用環境が暗いと判断して、画像の投影輝度を低くする処理を実行することとなる。つま
り、プロジェクタは、明るさの使用環境が暗くなったと誤判断をして、段階的に投影輝度
を変化させたり、又は、投影輝度を切り替える照度の境界を下回れば投影輝度を下げて画
像を見難くさせることがある。
【００５６】
　そこで、本発明では、プロジェクタ10は、この誤判断を防止するべく、プロジェクタ10
の傾斜を検出するための角度センサー62を備えている。そして、制御部38は、角度センサ
ー62の出力によりプロジェクタ10の設置角度を検出して、図４に示した照度センサー61に
よる出力を設置角度に基づいて補正し、投影輝度を調整する。
【００５７】
　この際、例えば、角度係数を用いて照度センサー61による出力を補正する方法が考えら
れる。具体的には、例えば、プロジェクタの設置角度がθ（度）であると角度センサー６
２により検知された場合、照度センサー６１に入射する光の光量が「照度センサー６１の
真上から照射される光の光量×ＣＯＳθ」に近似し、照度センサー６１による出力をＣＯ
Ｓθで割ることによって、当該照度センサー61による出力を補正する方法が考えられる。
【００５８】
　尚、上記補正方法によって得られた補正後の照度センサー61による出力値をより正確な
値に修正するために、事前にプロジェクタ10のＲＯＭに記憶しておいた補正パラメータを
用いて照度センサー６１による出力をさらに補正してもよい。
【００５９】
　次に、プロジェクタ10の投影輝度の調整に関して、明るさの使用環境を照度毎に複数段
階の照度ランクに分けて、夫々の照度ランクに応じて投影輝度を変化させる方法について
図を用いて説明する。図７は、使用環境を照度Ａ（暗い）から照度Ｅ（明るい）までの５
段階の照度ランクに分けた場合の説明図である。図８は、照度センサー61の出力特性であ
る照度（ｌｘ）と出力電流（μＡ）の関係を示す説明図である。
【００６０】
　例えば、プロジェクタ10の記憶手段であるＲＯＭには、図７に示すように、予め、使用
環境を照度Ａ（暗い）から照度Ｅ（明るい）までの５段階に分割し、その照度（ｌｘ）の
値に基づく照度ランクのデータが記憶されている。そして、制御部38は、照度センサー61
により検出された照度（ｌｘ）の値から照度ランクを判定する。照度ランクに基づいて、
投影輝度を調整して点灯させる。
【００６１】
　そして、制御部38は、先述のとおり、光源制御回路を制御して、照度ランクに基づいて
、各光源の発光電流を可変させることにより、複数段階の投影輝度を調整して点灯させる
。
【００６２】
　例えば、５段階の照度ランクに応じて、光源の点灯電流を最大とする、例えばＩ（Ａ）
から、最小とする、例えば０．６Ｉ（Ａ）の間で５分割して制御にすることにより、ユー
ザにとって見やすい画像とする構成とされており、制御部38は、照度Ａ（暗いオフィス）
の明るさの使用環境であれば、所定の光源の点灯電流を最小の０．６Ｉ（Ａ）に調整して
点灯させる。
【００６３】
　この場合、制御部38は、明るさの使用環境が照度Ｂ（やや暗いオフィス）に変化した場
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合には、所定の光源の点灯電流を、例えば０．７Ｉ（Ａ）とする。同様に制御部38は、照
度Ｃ（やや明るいオフィス）に変化した場合には、所定の光源の点灯電流を、例えば０．
８Ｉ（Ａ）とし、照度Ｄ（明るいオフィス）に変化した場合には、所定の光源の点灯電流
を、例えば０．９Ｉ（Ａ）とし、照度Ｅ（日中の室外）に変化した場合に、所定の光源の
点灯電流を最大のＩ（Ａ）として投影輝度を調整して所定の光源を点灯させることとなる
。
【００６４】
　そして、この照度ランクの設定は、例えば、図８に示す照度センサー61の出力特性であ
る照度（ｌｘ）と出力電流（μＡ）の値から判断することとなる。さらに、この照度セン
サー61の出力特性が、図４に示した指向性を有することから、制御部38は、角度センサー
62の出力によりプロジェクタ10の設置角度が上下左右で所定の角度を設けるように設置さ
れたときに、指向特性に合わせて傾斜角度の減衰割合を修正するように補正することによ
り、水平設置と同様の照度結果が得られるように、傾斜分を補正する。
【００６５】
　以上のように本実施形態によれば、プロジェクタ10の設置角度を変更しても、照度セン
サー61からの出力を補正して適正に投影輝度を制御するプロジェクタ10を提供することが
できる。
【００６６】
　さらに、本実施形態によれば、プロジェクタ10の上面パネル11に採光窓16を有し、照度
センサー61がプロジェクタ10の上面における照度を検出することから、環境光の影響を受
ける状態であっても、適切な色を再現できる。
【００６７】
　そして、本実施形態によれば、角度センサー62の出力に基づいて補正された照度センサ
ー61の出力に基づいた複数の照度ランクのデータと、その照度ランクのデータに対応する
投影輝度のデータと、からなるテーブルを有することから、外光に応じた投影輝度を設定
することができる。
【００６８】
　また、本実施形態によれば、光源制御手段が照度センサー61による出力に応じて設定し
た複数段階の照度ランクに基づいて投影輝度を調整することにより、周辺の明るさに応じ
て画像の投影輝度を調整して、ユーザにとって見やすい画像とすることができる。
【００６９】
　さらに、本実施形態によれば、光源制御手段が照度センサー61による出力が所定値以上
であれば、使用環境は太陽光が照度センサー61に直接照射される使用環境であると判定し
て投影輝度を調整することにより、輝度の調整を頻繁に実施することがなく、ちらつき等
の発生を防止できる。
【００７０】
　そして、本実施形態によれば、光源制御手段が光源の発光電流値を可変させて投影輝度
を調整することにより、輝度の調整を自在に変化させることができる。
【００７１】
　さらに、本実施形態によれば、プロジェクタ10の上面パネル11に採光窓16を有し、照度
センサー61がプロジェクタ10の上面における照度を検出することから、スクリーンから反
射する光の影響を抑制することができ、実際の環境光を正確に測ることが出来る。
【００７２】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【００７３】
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　以下に、本願出願の最初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[１]　画像をスクリーンに投影するプロジェクタにおいて、
　前記プロジェクタの使用環境の照度を測定する照度センサーと、
　前記プロジェクタの設置角度の傾斜を測定する角度センサーと、
　前記角度センサーの出力による前記プロジェクタの設置角度に基づいて、前記照度セン
サーによる出力を補正して投影輝度を調整する光源制御手段と、
　を備えることを特徴とするプロジェクタ。
[２]　前記光源制御手段は、前記角度センサーの出力によって前記プロジェクタの設置角
度がθであると検知したとき、前記照度センサーによる出力をＣＯＳθで割ることによっ
て当該照度センサーによる出力を補正して投影輝度を調整することを特徴とする請求項1
に記載のプロジェクタ。
[３]　プロジェクタの上面パネルに採光窓を有し、前記照度センサーが前記プロジェクタ
の上面における照度を検出することを特徴とする請求項１または請求項２に記載のプロジ
ェクタ。
[４]　さらに、前記角度センサーの出力に基づいて補正された前記照度センサーの出力に
基づいた複数の照度ランクのデータと、該照度ランクのデータに対応する投影輝度のデー
タと、からなるテーブルを予め記憶された記憶手段を備えることを特徴とする請求項１乃
至請求項３の何れかに記載のプロジェクタ。
[５]　前記光源制御手段は、前記記憶手段に記憶された前記照度ランクに基づいて投影輝
度を調整することを特徴とする請求項４に記載のプロジェクタ。
[６]　前記光源制御手段は、前記照度センサーによる出力が所定値以上であれば、使用環
境は太陽光が前記照度センサーに直接照射される使用環境であると判定して投影輝度を調
整することを特徴とする請求項１乃至請求項５の何れかに記載のプロジェクタ。
[７]　前記光源制御手段は、光源の発光電流値を可変させて投影輝度を調整することを特
徴とする請求項１乃至請求項６の何れかに記載のプロジェクタ。
[８]　赤色波長帯域光を発する光源、青色波長帯域光を発する光源、及び、緑色波長帯域
光を発する光源を備えている光源装置と、
　表示素子と、
　前記光源装置からの光を前記表示素子に導光する光源側光学系と、
　前記表示素子から射出された画像をスクリーンに投影する投影側光学系と、
　前記光源装置や表示素子を制御するプロジェクタ制御手段と、
を備えていることを特徴とする請求項１乃至請求項７の何れかに記載のプロジェクタ。
【符号の説明】
【００７４】
　10 　プロジェクタ　　　　　　　　　　11　 上面パネル
　12 　正面パネル
　13 　背面パネル　　　　　　　　　　　14　 右側パネル
　15 　左側パネル　　　　　　　　　　　16　 採光窓
　17　 排気孔
　18 　吸気孔　　　　　　　　　　　　　19　 レンズカバー
　20 　各種端子　　　　　　　　　　　　21　 入出力コネクタ部
　22 　入出力インターフェース　　　　　23　 画像変換部
　24 　表示エンコーダ　　　　　　　　　25　 ビデオＲＡＭ
　26 　表示駆動部　　　　　　　　　　　31　 画像圧縮伸長部
　32 　メモリカード　　　　　　　　　　35 　Ｉｒ受信部
　36 　Ｉｒ処理部　　　　　　　　　　　37　 キー／インジケータ部
　38 　制御部　　　　　　　　　　　　
　41　 光源制御回路　　　　　　　　　　61　 照度センサー
　62　 角度センサー
　43 　冷却ファン駆動制御回路　　　　　45　 レンズモータ
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　47　 音声処理部　　　　　　　　　　　48 　スピーカ
　51　 表示素子　　　　　　　　　　　　60 　光源ユニット
　70　 励起光照射装置　　　　　　　　　71 　励起光源
　73 　コリメータレンズ　　　　　　　　75 　反射ミラー群
　78 　集光レンズ　　　　　　　　　　　80　 緑色光源装置
　81　 ヒートシンク
　100　蛍光発光装置　　　　　　　　　　101　蛍光ホイール
　110　ホイールモータ
　111　集光レンズ群
　120　赤色光源装置　　　　　　　　　　121　赤色光源
　125　集光レンズ群　　　　　　　　　　130　ヒートシンク
　140　導光光学系　　　　　　　　　　　141　第一ダイクロイックミラー
　148　第二ダイクロイックミラー
　160　光学系ユニット　　　　　　　　　161　照明側ブロック
　165　画像生成ブロック　　　　　　　　168　投影側ブロック
　170　光源側光学系　　　　　　　　　　173　集光レンズ
　175　ライトトンネル　　　　　　　　　178　集光レンズ
　181　光軸変換ミラー　　　　　　　　　183　集光レンズ
　185　照射ミラー　　　　　　　　　　　190　ヒートシンク
　195　コンデンサレンズ　　　　　　　　220　投影側光学系
　225　固定レンズ群　　　　　　　　　　235　可動レンズ群
　241　制御回路基板　　　　　　　　　　261　冷却ファン
　300　青色光源装置　　　　　　　　　　301　青色光源
　305　集光レンズ群　　　　　　　　　　310　ヒートシンク
 
【図１】 【図２】
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